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(第１号様式) 

手数料等減免申請書（自己搬入用） 

(あて先)  京  都  市  長 令和 ３ 年  ６ 月 ９ 日 

住 所 

〒６０４－８５７１ 

京都市中京区寺町通御池上る上本能寺前
町４８８番地 

氏 名  御池 一郎      

電話番号 ０９０－１２３４－×××× 

 

 京都市廃棄物の減量及び適正処理等に関する規則第４２条の規定により手数料の免除を

申請します。 

１ 災害発生日    令和 ３ 年  ５ 月  ５ 日 

２ 被災場所    京都市中京区寺町通御池上る上本能寺前町４８８番地     

３ 被災状況 

  ＜災害の区分＞  火災 ・ 災害（                       ） 

  ＜被災の状況＞  全壊又は全焼 ・ 半壊又は半焼 ・ 一部損壊 ・ 床上浸水  

※ 一部損壊の場合は，被害状況を具体的に記載してください。 

 

 

 

※ 被害状況が分かる写真（外観・内観）を添付してください。 

           延床面積 約 １２０  ㎡，被災床面積 約  ６０  ㎡ ， 

  ＜住宅の構造＞  木造 ・ 鉄筋造 ・ 鉄骨造 

４ 搬入者（搬入を業者に委託する場合のみ記入） 

  業 者 名   〇〇株式会社                           

  住  所   京都市伏見区〇〇町１６                      

電話番号   ０９０－９８７６－××××                    

５ 搬入回数（詳細は第３号様式に記入） 

 可燃ごみ（南部クリーンセンター）：  ２ ｔ車  ３ 台，  ３ ｔ車  １ 台 

  不燃ごみ（東部山間埋立処分地）：  ２ ｔ車  ７ 台，  ３ ｔ車  １ 台 

搬 入 台 数 合 計   １２   台 

６ 特定家庭用機器再商品化法指定機器及びパソコン（リサイクルできない損傷品に限る） 

  テレビ  ２ 台， 洗濯機・衣類乾燥機 １ 台， 冷蔵庫・冷凍庫 １ 台， 

  エアコン ２ 台， パソコン １ 台 

７ 添付書類 

☑ り災証明書 ☑ 被災面積が分かる図面等 ☑ カラー写真 ☑ 廃棄物処理連絡票 

 

【区役所・支所記入欄（火災の場合のみ）】 

                                          

                                          

＜記入例＞ 

〇 申請日（郵送日）を記入してください（災害の発生日から，原則６箇月以内です。）。 

〇 申請時に居住する住所を記載してください（被災場所と一致させる必要はありません。）。 

〇 申請者は，被災住宅に現に居住している世帯の世帯主としてください。事情により世帯主によ

る申請ができない場合は世帯員が申請してください。また，被災された方がやむを得ず申請でき

ない場合（死亡等）は，申請者の親族等が代理で申請を行うことができます。 

〇 電話番号は日中に連絡が取れる番号を記入してください。 

〇 り災証明書の内容と一致しているか確認してください。 

〇 「災害発生日」は，り災証明書の「災害の原因」の日付を記入してください。 

〇 「被災の状況」は，り災証明書で証明されている「り災区分」を〇してください。 

〇 「被災床面積」は，火災の場合は，り災証明書に記載の被災面積※を記載してください。  

※ り災証明書の被災面積が本申請書に記載する被災床面積と異なる場合等は，被災面積が分かる

図面を御提出ください（例：消火活動に伴う水損被害がある場合，水損被害面積が分かる図面を

御提出ください。）。 

〇 被害状況が分かる写真を添付してください（普通紙にカラー印刷（白黒印刷不可）されたもの

でも結構です。）。 

〇 電話番号は確実に連絡が取れる番号を記入してください。 

〇 特定家庭用機器再商品化法指定機器については，基本的には申請者で手数料を負担のうえリサ

イクルしてください。手数料減免のうえ排出できるのは，リサイクル不可能な損傷品の場合のみ

です。リサイクル可能な機器をクリーンセンターへ持ち込まれた場合，お持ち帰りいただく場合

がございます。 

〇 減免が受けられる搬入量には災害の程度に応じて上限があります。上限を超える申請があった

場合は，上限までの搬入とさせていただきますのでご了承ください。 

〇 搬入量の上限は，別添の「災害に伴う廃棄物処理算出基準」に基づき算出します。 

  算出するためには，「①災害の区分」，「②被災床面積」，「③住宅の構造」の情報が必要です。 

  この記入例では， 

① 災害の区分 ⇒ 火災 

② 被災床面積 ⇒ ６０ｍ2 

③ 住宅の構造 ⇒ 木造 

  であるため，「災害に伴う廃棄物処理算出基準」の「（１）火災の場合」の「木造」の算出基準

を用います。（小数点以下は切上げ） 

   可燃ごみ：被災床面積（60ｍ2）×0.142（トン／ｍ2）＝ 8.52トン  ⇒  9トン 

   不燃ごみ：被災床面積（60ｍ2）×0.267（トン／ｍ2）＝16.02トン  ⇒ 17トン 

〇 そのため，記入例では， 

  可燃ごみ：２ｔ車×３台＋３ｔ車×１台＝ ９トン 

  不燃ごみ：２ｔ車×７台＋３ｔ車×１台＝１７トン 

 と搬入量の上限の範囲内の搬入台数を記載しています。 

【注意事項】 〇 記入の前に，下記の記載要領を御確認ください。 

〇 ボールペンで記入してください。 

〇 訂正した場合は，訂正印（申請者の印と同一の印）を押印してください。 

〇 記載内容等について，電話で確認させていただく場合があります。 
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